
「ワンヘルス等に関する研修会」が開催されました !! 

 

 公益社団法人・福岡県獣医師会は、令和５年８月２３日（水）、アジア獣医師会連合

（FAVA）ワンヘルス福岡オフィスの研修室で、「ワンヘルス等に関する研修会」を開催

されました。 

 

 研修会の対象者は、福岡県に令和３年度から５年度に採用された獣医師職１５名の皆

さんです。福岡県職員獣医師の業務は、家畜衛生、食品衛生、動物愛護や環境保全など

多岐に渡っています。 

 今回の研修会は、令和３年１月５日に「福岡県ワンヘルス推進基本条例」が施行され、

ワンヘルス推進に係る県職員獣医師の役割と責務が増していることから、ワンヘルス及

び相互の業務に対する理解を深めることを目的に開催されたものです。 

 

 研修会の冒頭、藏内勇夫 FAVA ワンヘルス福岡オフィス所長（日本獣医師会会長）が

挨拶されました。 

  

【藏内所長：挨拶】 

日本獣医師会は、２００４年にニューヨークのマンハッタンであった国際会議「ワ

ンワールド・ワンヘルス」以前から、世界獣医師会と世界医師会とともに、「動物と人

との共生社会づくり」を目標に活動を続けてきました。 

先に行われた「Ｇ７広島サミット」でもワンヘルスが議論されました。そして、政

府の重大政策「骨太の方針」の中にも明記されました。これはまさしく、福岡県獣医

師会、日本獣医師会、アジア獣医師会連合が、国等に働きかけた成果です。 

感染症には三原則があります。感染源、キャリア、宿主です。我々は、感染源、感

染キャリア、宿主対策やワクチン開発とか製造をやっています。獣医師職はこれらの

全部に関わっています。今回のパンデミックで、獣医師の幅広い役割が多くの国民の



皆様に理解されました。私はワンヘルスを推進することによって、獣医師の社会的な

地位の向上に結び付けていきたいと思っています。 

今日は、皆さん方にワンヘルスというものを理解いただきたいと思います。 

服部知事は県政の三大政策の中の一つに、「ワンヘルスを推進することによって、福

岡県が世界に選ばれるようにしたい」と発言されています。  

これから、皆さん方の役割は、大きなものがあろうと思います。  （一部抜粋） 

  

野原隆士副会長      今村和彦副会長 

【研修会テーマ】 

（１）福岡県獣医師会の概要について 

   

（２）動物保健衛生所について 

   

（３）ワンヘルスのこれまでの経緯と今後について 

   

 

２０２３年８月２４日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 


